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俺たちの俺たちの
� 時代が始ま

る
� 時代が始ま

る

日 本 精 工 藤 沢 神奈川

　質実剛健のイメージが強い実業団ボウリング界に今、若者が続々と参入。　質実剛健のイメージが強い実業団ボウリング界に今、若者が続々と参入。
中でもひときわ目を引くボウラーたちが中でもひときわ目を引くボウラーたちが、、日本精工藤沢に集まりました。日本精工藤沢に集まりました。
一人ひとりが上手ければ勝てるわけではない一人ひとりが上手ければ勝てるわけではない、、ボウリングのチーム戦に大ボウリングのチーム戦に大
切な何かを大先輩から受け継いで…俺たちだけで挑んだ今大会で結果を残切な何かを大先輩から受け継いで…俺たちだけで挑んだ今大会で結果を残
しました。これから目指すタイトルはしました。これから目指すタイトルは、、さらに難易度の高い４人戦さらに難易度の高い４人戦、、５人戦。５人戦。
ここはまだここはまだ、、時代の始まりにすぎません。時代の始まりにすぎません。

経済産業大臣杯経済産業大臣杯
第47回全日本実業団産業別選手権大会第47回全日本実業団産業別選手権大会

　　２面	 理事会・委員会レポート
３～４面	 第47回全日本実業団産業別選手権大会
５～７面	 第12回東日本・西日本シニア選手権大会
　　８面	 INFORMATION
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田
菜
穂(

京
都)

、
寺
川
和
摩(

京

都)

、
長
谷
川
清
忠(

京
都)

、
内

藤
茂(

京
都)

、
山
口
亮(

大
阪)

、

山
本
崇
之(

大
阪)

、
庭
月
野
恵

(

大
阪)

、
赤
松
実(

大
阪)

、
森
永

愛
香(

大
阪)

、
横
山
伸
子(

大

阪)

、
津
田
豊
浩(

兵
庫)

、
津
田

龍
浩(

兵
庫)

、
加
地
敏
浩(

兵

庫)

、
西
村
あ
け
み(

兵
庫)

、
多

田
潔(

兵
庫)

、
林
田
尚
恵(

島

根)

、
殿
川
一
樹(

島
根)

、
山
本

智
哉(

広
島)

、
清
水
貴
弘(

広

島)

、
荒
川
俊
介(

広
島)

、
泉
宗

心
音(

愛
媛)

、
泉
晶(

福
岡)

、
寺

地
真
輝(

学
生
連
合)

、
煙
岡
和
樹

(

学
生
連
合)

、
徳
久
香(

学
生
連

合)

、
斎
藤
翔(

学
生
連
合)

▽
第
３
種
（
三
重
特
別
開
催
）

薄
窪
夢
叶(

愛
知)

、
中
川
佑
斗

(

愛
知)

、
伊
藤
広
陽(

愛
知)

、
安

田
昂
平(

愛
知)

、
星
野
高
志(

愛

知)

、
新
畑
加
奈(

三
重)

、
米
山

裕
紀(

三
重)

、
加
藤
勇
紀(

三

重)

、
永
井
萌
々
香(

三
重)

、
永

井
裕
乃
進(

三
重)

、
井
岡
聖
一

(

三
重)

、
髙
木
大
輔(

三
重)

、
髙

木
重
光(

三
重)

、
川
杉
貴
之(

三

重)

、
宮
脇
靖
享(

三
重)

、
新
西

智
子(

三
重)

、
森
川
知
治(

三

重)

、
梅
田
久
徳(

三
重)

、
田
端

彩
子(

三
重)

、
堀
田
賢
司(

三

重)

、
堀
田
恵
子(

三
重)

、
太
田

哲
也(

三
重)

、
中
橋
弘
侑(

岐

阜)

、
安
田
洋
規(

岐
阜)

、
佐
名

一
輝(

岐
阜)

、
吉
村
充
子(

岐

阜)

、
小
松
満
明(

岐
阜)

、
薮
下

浩
一(

岐
阜)

、
森
田
真
実(

岐

阜)

、
井
上
幸
人(

岐
阜)

、
工
藤

拓
也(

岐
阜)

、
森
田
剛
志(

岐

阜)

、
村
瀬
大
河(

岐
阜)

、
山
田

裕
汰(

学
生
連
合)

▽
第
２
種

石
田
靖(

北
海
道)

、

藤
本
英
徳(

長
野)

、
関
口
匡
史

(

長
野)

、
関
口
実
穂(

長
野)

、
鷹

羽
孝(

愛
知)

、
酒
井
孝
司(

愛

知)

、
早
川
知
里(

愛
知)

、
早
川

由
紀
子(

愛
知)

、
三
浦
浩(

愛

知)

、
筈
井
麻
子(

滋
賀)

、
秋
元

充
秀(

京
都)

、
曽
根
幸
司(

大

阪)

、
尾
辻
桂
子(

大
阪)

、
篠
原

琢
也(

大
阪)

、
近
藤
ひ
ろ
み(

大

阪)

、
武
本
真
明(

大
阪)

、
前
野

勇
一(

兵
庫)

、
宮
倉
祐
子(

島

根)

、
加
藤
祐
一
郎(

広
島)

、
櫻

井
淳(

宮
崎)

▽
第
３
種
（
東
日
本
）

山
本
浩

也(

栃
木)

、
川
上
紗
季(

栃
木)

、

大
室
勝
幸(

栃
木)

、
坂
本
雅
尚

(

栃
木)

、
堀
遼
太
郎(

栃
木)

、
福

田
隼
也(

栃
木)

、
横
井
佳
枝(

栃

木)

、
新
家
崇
弘(

栃
木)

、
飯
田

秀
文(

栃
木)

、
沼
崎
則
之(

栃

木)

、
佐
藤
正
貴(

群
馬)

、
猪
俣

浩(

群
馬)

、
大
戸
健(

東
京)

、
井

口
遼
太(

東
京)

、
佐
藤
悠
里(

神

奈
川)

、
彦
田
裕
美(

神
奈
川)

、

大
槻
隼
也(

神
奈
川)

、
大
槻
絵
里

子(

神
奈
川)

、
佐
野
睦
美(

長

野)

、
寺
田
洋
一(

静
岡)

、
新
美

昌(
静
岡)

、
赤
堀
栄
基(

静
岡)

、

清
水
駿(
学
生
連
合)

▽
第
３
種
（
西
日
本
）

岡
田
滋

(

滋
賀)

、
筈
井
飛
鳥(

滋
賀)

、
橘

弘
一(

滋
賀)

、
谷
口
正
美(

京

都)

、
鍵
野
礼
子(

京
都)
、
福
家

英
樹(

京
都)

、
芦
田
利
行(
京

都)

、
松
本
八
重
子(

京
都)

、
東

審
判
昇
格
講
習
会･

認
定
会
の
合
格
者
発
表

―
指
導
委
員
会

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
第
１
種
・
第
２
種

審
判
員
昇
格
講
習
会
、
第
３
種
審

判
員
認
定
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
検
定
試
験
の
合
格

者
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

【
合
格
者
】

▽
第
１
種

三
森
秀
人

(

神
奈
川)
、
水
野
浩
二

(

神
奈
川)
、
水
野
み
ど

り(

神
奈
川)

、
池
本
雅

尚(

滋
賀)

、
奥
享
子

(

京
都)

、
岡
部
俊
樹

(

京
都)

、
吉
川
伸
一

(

京
都)

、
横
田
正
一

(

京
都)

、
西
山
勝
俊

(

兵
庫)

、
中
野
麻
希

(

大
阪)

、
尾
辻
利
章

(

大
阪)

、
下
地
良
信

(

沖
縄)

（
11
月
18
日
～
25
日
／
Ｕ
Ａ
Ｅ
・

ド
バ
イ
）

●
第
26
回
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会

（
開
催
日
未
定
／
中
国
香
港
）

●
第
21
回
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
大
会

（
２
０
２
２
年
３
月
／
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
）

●
第
６
回
ア
ジ
ア
イ
ン
ド
ア
＆
マ

ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
ゲ
ー
ム
ズ

（
２
０
２
２
年
３
月
10
日
～
20

日
／
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
）

時
の
隔
離
制
限)

等
を
鑑
み
２
０

２
１
年
度
（
11
月
～
２
０
２
２
年

３
月
）
の
国
際
大
会
に
つ
い
て
、

日
本
代
表
選
手
団
派
遣
を
見
送
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
の
大

会
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
Ｉ
Ｂ
Ｆ
ス
ー
パ
ー
ワ
ー
ル
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２
０
２
１

（
11
月
６
日
～
14
日
／
Ｕ
Ａ
Ｅ
・

ド
バ
イ
）

●
Ｉ
Ｂ
Ｆ
マ
ス
タ
ー
ズ
ワ
ー
ル
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
な
発
生
状
況
と
、
海
外

渡
航
に
関
す
る
制
約
（
特
に
帰
国

審
判
員
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
協
会

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
遵
守
状
況

に
つ
い
て
自
己
説
明
を
10
月
末
ま

で
に
公
表
す
る
た
め
、
内
容
を
審

議
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
主

催
大
会
に
お
け
る
事
項
や
各
委
員

会
か
ら
の
報
告
事
項
に
つ
い
て
検

討
審
議
し
ま
し
た
。

相
互
に
十
分
な
議
論
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
環
境
で
議
事
を
進
行
し

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
国
民
体
育
大
会
と
日
本
ス
ポ
ー

ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
競

技
ブ
ロ
ッ
ク
割

当
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
第

１
種
・
第
２
種

２
０
２
１
年
度
第
４
回
理
事
会

が
10
月
18
日
㈪
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
回
は
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
採
用
【
写

真
㊤
】
。
出
席
者
の
音
声
と
画
像

が
即
時
に
他
の
出
席
者
に
伝
わ

り
、
適
時
的
確
な
意
見
表
明
が
互

い
に
で
き
る
仕
組
み
で
、
出
席
者

が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
と
同
等
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
王
国
ス
ポ
ル
ト
八
景

店▽
12
月
11
日
㈯

ボ
ウ
リ
ン
グ
教

室
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
）

福
岡
・

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル

▽
12
月
12
日
㈰

ボ
ウ
リ
ン
グ
教

室
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
）

山
口
・

下
関
ロ
イ
ヤ
ル
ボ
ウ
ル

▽
12
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰

文
部

科
学
大
臣
杯
第
28
回
全
国
高
等
学

校
対
抗
選
手
権
大
会

三
重
・
津

グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

府
県
対
抗
選
手
権
大
会

栃
木
・

足
利
ス
タ
ー
レ
ー
ン

▽
11
月
27
日
㈯
～
29
日
㈪

第
54

回
全
日
本
実
業
団
選
手
権
大
会

兵
庫
・
神
戸
六
甲
ボ
ウ
ル

▽
12
月
４
日
㈯
～
６
日
㈪

文
部

科
学
大
臣
杯
第
59
回
全
日
本
大
学

選
手
権
大
会

京
都
・
キ
ョ
ー
イ

チ
ボ
ウ
ル
宇
治

▽
12
月
６
日
㈪
～
７
日
㈫

Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修

会
ブ
ロ
ン
ズ
コ
ー
ス

神
奈
川
・

▽
11
月
３
日
（
水
・
祝
）

ボ
ウ

リ
ン
グ
教
室
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
）

香
川
・
太
洋
ボ
ウ
ル

▽
11
月
20
日
㈯
～
23
日
（
火
・

祝
）

内
閣
総
理
大
臣
杯
・
文
部

科
学
大
臣
杯
杯
第
50
回
全
国
都
道

長
）
、
松
井
正
信
（
同
専
務
理

事
）
、
米
澤
満
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理

事
）
、
尾
辻
桂
子

▽
兵
庫
県

松
下
秀
雄
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
会
長
）
、
森
岡

京
子
（
連
盟
副
会
長
）
、
瀬
尾

武
夫
同
、
小
川
三
太
、
川
野
建

嗣
、
大
原
和
博
、
津
田
由
美

子
、
戸
田
征
宏
、
榎
本
清
子
、

大
城
戸
和
義

▽
広
島
県

濵
野
柊
矢
、
二
宮

知
樹

▽
長
崎
県

金
子
良
司
、
金
子

愛
子

▽
沖
縄
県

翁
長
政
俊
（
連
盟

会
長
）
、
伊
集
守
和
（
同
理
事

長
）
、
國
場
幸
博
、
下
地
良

信
、
比
嘉
輝
久
、
伊
敷
義
則
、

小
山
正
樹
、
安
座
間
俊
一
、
崎

山
平
志
郎
、
勝
連
健
一
郎
、
石

嶺
可
奈
子
、
比
嘉
秀
和
、
狩
俣

学
、
金
城
吉
樹
、
比
嘉
剛
己
、

山
内
志
津
男

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

長
）
、
山
下
素
弘
（
同
副
理
事

長
）
、
長
澤
孝
之
同
、
板
垣
幸

吉
、
佐
藤
正
、
板
垣
愛
子
、
山

西
利
明
、
八
木
朗
雄

▽
福
井
県

小
沢
弘
幸
（
連
盟

副
理
事
長
）
、
橋
本
嘉
之
同
、

梅
田
信
秀
、
吉
川
勇
、
幅
田
雅

之
、
堂
脇
浅
行
、
漆
﨑
喜
昭
、

城
本
春
子

▽
愛
知
県

川
井
敏
孝
（
連
盟

理
事
長
）
、
伊
藤
一
明
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
専
務
理
事
兼
副

理
事
長
）
、
天
野
政
幸
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
評
議
員
、
連
盟
副
理
事
長)



松
木
勝
紘
、
菅
啓
司
、
真
鍋

洋
、
皆
越
英
次
、
和
田
朋
之
、

一
江
拓
生
、
山
口
勝
也
、
則
武

皓
爾
、
濱
元
小
夜
子
、
熊
谷
知

久
、
赤
尾
昇
一
、
三
浦
浩
、
酒

井
孝
司
、
早
川
由
紀
子
、
鷹
羽

孝
、
淀
川
清
登
、
小
島
真
、
中

西
貴
久
、
星
野
高
志
、
林
伸
治

▽
大
阪
府

奴
井
和
幸
（
連
盟

会
長
）
、
尾
辻
利
章
（
同
理
事

【
特
別
法
人
会
員
】

▽
静
岡
県

毎
日
企
業
株
式
会

社
（
代
表
取
締
役
吉
崎
敬
次
）

▽
兵
庫
県

株
式
会
社
サ
ザ
ン

モ
ー
ル
六
甲
神
戸
六
甲
ボ
ウ
ル

（
取
締
役
社
長
植
村
浩
史
）
、

神
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
（
会

長
水
井
手
孝
之
）

【
特
別
個
人
会
員
】

▽
秋
田
県

布
目
浩
嗣
（
連
盟

理
事
長
）
、
遠
藤
博
（
同
副
理

事
長
）
、
鈴
木
博
幸
同
、
北
嶋

憲
一
同
、
伊
藤
照
子
、
三
浦

真
、
千
葉
久
恵
、
相
場
興

▽
福
島
県

亀
岡
偉
民
（
連
盟

会
長
）
、
伊
藤
寛
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
評

議
員
、
連
盟
副
会
長
兼
理
事

長
）
、
垣
内
泰
（
連
盟
副
理
事

長
）
、
齋
藤
憲
治
同
、
根
本
長

徳
同
、
大
河
内
未
来

▽
山
梨
県

尾
形
恵
（
連
盟
会

長
）
、
鷹
野
進
（
同
理
事
長
）

▽
静
岡
県

深
澤
陽
一
（
連
盟

会
長
）
、
深
澤
智
秀
（
同
理
事

強化委員会

２
０
２
１
国
際
大
会

日
本
代
表
の
派
遣
を
見
送
り

〈
２
０
２
１
年
９
月
１
日
以
降
登
録
者
〉

11月＆12月
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経
済
産
業
大
臣
杯
第
47
回
全
日
本
実

業
団
産
業
別
選
手
権
大
会
が
10
月
９
日

㈯
・
10
日
㈰
の
両
日
、
山
形
・
山
形
フ

ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
０
６
‐

０
３
２
）
で
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期
の

末
、
21
チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催
が
実
現

し
た
。
日
本
精
工
藤
沢
（
神
奈
川
）
が

タ
イ
ト
ー
仙
台
（
宮
城
）
の
３
連
覇
を

阻
止
し
て
３
年
ぶ
り
の
頂
点
に
立
ち
、

Ｄ
部
門
大
会
と
の
２
冠
を
達
成
し
た
。

を
奪
っ
た
。
そ
し
て
３
ゲ
ー
ム
目

に
は
７
１
７
と
打
ち
上
げ
て
前
半

２
０
１
９
。
２
位
の
タ
イ
ト
ー
仙

台
に
86
ピ
ン
差
を
つ
け
た
。

後
半
に
入
り
タ
イ
ト
ー
仙
台
は

思
う
よ
う
に
ス
コ
ア
を
伸
ば
せ

ず
。
一
方
の
日
本
精
工
藤
沢
Ａ
は

ゲ
ー
ム
ご
と
プ
ラ
ス
を
着
実
に
積

み
上
げ
て
１
９
６
９
の
高
ス
コ
ア


３
年
ぶ
り
３
度
目
の
決
勝
大
会
優

勝
と
、
チ
ー
ム
初
と
な
る
部
門
大

会
と
の
完
全
制
覇
を
遂
げ
た
。

し
予
選
１
回
戦
で
ト
ッ
プ
に
立
つ

と
、
２
回
戦
で
も
１
８
８
６
と
伸

ば
し
て
２
位
の
日
本
製
鉄
君
津
Ａ

（
千
葉
）
に
１
４
４
ピ
ン
差
を
つ

け
た
。

３
回
戦
で
は
、
日
本
精
工
藤
沢

Ａ
（
神
奈
川
）
が
１
９
７
６
を
マ

ー
ク
。
１
回
戦
６
位
の
遅
れ
を
取

り
戻
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
Ａ
も
抜

い
て
首
位
に
立
っ
た
。
わ
ず
か
８

ピ
ン
差
で
迎
え
た
決
勝
、
日
本
精

工
藤
沢
Ａ
は
ラ
ス
ト
２
ゲ
ー
ム
で

６
８
９
・
６
８
７
を
叩
き
出
し
て

突
き
放
し
た
。

決
勝
大
会

３
連
覇
が
か
か
る
タ
イ
ト
ー
仙

台
は
１
ゲ
ー
ム
目
に
６
７
２
を
マ

ー
ク
。
そ
の
タ
イ
ト
ー
仙
台
に
３

年
前
、
３
連
覇
を
阻
止
さ
れ
た
日

本
精
工
藤
沢
Ａ
は
１
ピ
ン
差
で
発

進
す
る
と
、
２
ゲ
ー
ム
目
で
首
位

タ
イ
ト
ー
仙
台
（
宮
城
）
が
１
８

５
０
と
し
逆
転
。
東
京
都
実
業
団

Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
も
15
ピ
ン
の
僅
差
で

追
っ
た
。

３
回
戦
、
タ
イ
ト
ー
仙
台
は
さ

ら
に
打
ち
上
げ
て
１
８
９
０
。
リ

ー
ド
を
一
気
に
１
５
３
ピ
ン
ま
で

広
げ
て
独
走
態
勢
に
入
っ
た
。
決

勝
大
会
で
も
し
っ
か
り
１
８
５
３

に
ま
と
め
た
タ
イ
ト
ー
仙
台
が
こ

の
部
門
を
制
し
、
決
勝
大
会
へ
弾

み
を
つ
け
た
。

▽
Ｄ
部
門

Ｄ
部
門
は
12
チ
ー
ム
が
参
戦
し

て
単
独
で
の
実
施
に
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西

日
本
Ａ
（
広
島
）
が
１
７
９
１
と

部
門
大
会

本
来
は
４
つ
の
区
分
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
部
門
を
構
成
し
優
勝

を
争
う
が
、
今
回
は
エ
ン
ト
リ
ー

数
を
踏
ま
え
て
２
部
門
を
設
定
し

た
。

▽
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
部
門

３
区
分
合
同
に
よ
る
こ
の
部
門

に
は
９
チ
ー
ム
が
集
ま
っ
た
。
予

選
１
回
戦
で
、
前
回
大
会
の
Ｂ
・

Ｄ
部
門
を
制
し
た
東
京
都
実
業
団

Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
（
東
京
）
が
首
位
に

立
ち
、
桑
名
市
役
所
（
三
重
）
が

38
ピ
ン
差
で
２
位
に
つ
け
た
。
２

回
戦
で
は
決
勝
大
会
２
連
覇
中
の

山形県吉村知事

山形県連盟吉村会長

北川会長

Ａ･Ｂ･Ｃ部門優勝

タイトー仙台

Ｄ部門優勝

日本精工藤沢

に
よ
り
順
位
を
決
定
す

る
。
各
部
門
の
業
種
は

以
下
の
と
お
り
。

[

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
部
門]

官
公
庁
・
商
社
・
金
融

・
サ
ー
ビ
ス
・
運
輸
・

食
品
・
倉
庫
・
電
力
・

学
校
・
タ
バ
コ
・
病
院

・
連
盟
実
業
団

Ｏ
Ｂ

ク
ラ
ブ
・
製
造
・
化
学

・
電
機
・
繊

維
・
石
油
・

ゴ
ム
・
窯
業

・
紙
・
パ
ル
プ
・
建
設

[

Ｄ
部
門]

鉄
鋼
・
機

械
・
金
属
・
精
密
・
輸

送
機
械
・
自
動
車
・
諸

工
業経

済
産
業
大
臣
杯
を

か
け
た
「
決
勝
大
会
」

は
、
部
門
大
会
の
ス
コ

ア
を
持
ち
込
ま
ず
６
ゲ

ー
ム
で
総
合
優
勝
の
座

を
争
う
。

全
日
本
実
業
団
産
業

別
選
手
権
大
会
は
実
業

団
３
大
会
（
全
日
本
実

業
団
選
手
権
、
実
業
団

都
市
対
抗
と
実
業
団
産

業
別
）
の
開
幕
戦
と
な

る
大
会
。

２
０
２
１
年
度
は
６

月
に
予
定
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
10
月
に
延
期
し
開
催

と
な
っ
た
。

「
部
門
大
会
」
は
本

来
４
部
門
の
と
こ
ろ
、

参
加
チ
ー
ム
数
を
鑑
み

「
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
部
門
」

と
「
Ｄ
部
門
」
の
２
部

門
に
分
け
て
実
施
。
予

選
９
ゲ
ー
ム
、
決
勝
３

ゲ
ー
ム
の
合
計
ス
コ
ア

10月９日㈯時分から執り行われた開会式には、山形県の

吉村美栄子知事が来場され、全国から集まった実業団チームを

激励いただいた。北川薫協会会長は主催者を代表してあいさつ

し、山形県連盟の吉村和武会長（県議会議員）が歓迎のあいさ

つを述べられた。

山形県からは県産のブランド米「つや姫」と「雪若丸」が副

賞として提供され、決勝大会の入賞チームに贈呈された。

開会式に山形県知事来場
山形のブランド米が副賞
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決勝大会

準優勝の東京都実業団ＯＢクラブ(東京)

準
優
勝
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
Ａ(

広
島)

第３位の桑名市役所(三重)

第
３
位
の
タ
イ
ト
ー
仙
台(

宮
城)

第４位の宮城県実業団ＯＢクラブ(宮城)

第
４
位
の
日
本
製
鉄
君
津
Ａ(

千
葉)

第５位の神奈川県実業団ＯＢクラブ(神奈川)

第
５
位
の
久
世
ベ
ロ
ー
ズ
工
業
所(

石
川)

第６位のソニー仙台(宮城)

準優勝のＪＦＥ西日本Ａ(広島)

第３位の日本製鉄君津Ａ(千葉)

第４位のＪＦＥ西日本Ｂ(広島)

第５位の久世ベローズ工業所(石川)

第６位のリコーインダストリー東北事業所(宮城)

第
６
位
の
桑
名
市
役
所(

三
重)

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
Ｇ
・
Ｈ
Ｓ
の

タ
イ
ト
ー
仙
台(

宮
城)

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
部
門
個
人
Ｈ
Ｇ
・
Ｈ
Ｓ
の

府
川
裕
行(

神
奈
川
県
実
業
団
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ)

Ｄ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
Ｇ
・
Ｈ
Ｓ
の

日
本
精
工
藤
沢
Ａ(

神
奈
川)

Ｄ
部
門
個
人
Ｈ
Ｇ
・
Ｈ
Ｓ
の

斎
藤
祐
太(

日
本
精
工
藤
沢
Ａ)

部門大会

Ａ・Ｂ・Ｃ部門 Ｄ部門
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玉岡武雄選手（愛媛）

1931年生まれ90歳

▽西日本シニア女子

山本信子選手（佐賀）

1936年生まれ85歳

1935年生まれ86歳

▽東日本シニア女子

板垣愛子選手（静岡）

1937年生まれ83歳

▽西日本シニア男子

表彰している。今大会で

も４名の選手に記念の楯

が贈呈された。

▽東日本シニア男子

磯部恭万選手（三重）

最高年齢選手を表彰
東日本・西日本シニア

選手権大会では、男女そ

れぞれの最高年齢選手を

第12回東日本・西日本シニア選手権大会が10月15日㈮から17

日㈰にかけて同日開催された。愛媛・桑名ボウル（公競№138

‐012）で開催された西日本シニアでは全４部門で、東京・東

大和グランドボウル（公競№113‐112）で開催された東日本シ

ニアでは１部門で大会新記録が誕生する熱戦となった。

（
個
人
戦
）
に
変
わ
っ

た
の
は
第
９
回
大
会

（
２
０
１
８
年
）
。
以

後
毎
年
半
数
以
上
の
部

門
で
大
会
記
録
更
新
が

続
い
て
お
り
、
シ
ニ
ア

世
代
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

が
ス
コ
ア
に
如
実
に
表

れ
て
い
る
。

・
・
・
・
・
・
・

こ
の
大
会
は
（
公

財
）
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
の
助
成
を
得

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
・
西
日
本
シ

ニ
ア
選
手
権
大
会
は
個

人
戦
。
毎
年
東
西
で
同

日
開
催
さ
れ
て
い
る
。

男
子
シ
ニ
ア
・
女
子

シ
ニ
ア
（
50
～
64
歳
）

と
、
男
子
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
・
女
子
グ
ラ
ン
ド

シ
ニ
ア
（
65
歳
以
上
）

の
４
部
門
と
も
、
予
選

９
ゲ
ー
ム
の
後
、
上
位

者
に
よ
る
決
勝
３
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
12
ゲ
ー
ム

の
総
得
点
で
順
位
を
決

定
す
る
。

現
在
の
競
技
方
法

っ
た
。

勝
負
の
最
終
ゲ
ー
ム
は
、
小
玉
が

２
１
５
に
対
し
松
原
は
２
０
８
。
２

ピ
ン
差
で
小
玉
が
逆
転
優
勝
し
た
。

女
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

１
回
戦
は
木
村
優
子
（
東
京
）
が

６
１
５
で
ト
ッ
プ
。
２
位
発
進
し
た

柳
川
穂
波
（
三
重
）
は
２
回
戦
に
６

６
５
を
叩
き
出
し
て
首
位
タ
ー
ン
し

た
。３

回
戦
で
も
柳
川
は
６
６
５
と
ハ

イ
ペ
ー
ス
で
、
予
選
終
了
時
点
で
２

位
の
澤
田
英
子
（
三
重
）
と
の
間
に

は
１
８
１
ピ
ン
の
大
差
が
つ
い
て
い

た
。決

勝
戦
で
は
序
盤
に
ロ
ー
ゲ
ー
ム

を
喫
し
た
柳
川
だ
っ
た
が
、
最
終
ゲ

ー
ム
は
２
１
９
と
マ
イ
ナ
ス
を
取
り

返
し
、
さ
ら
に
リ
ー
ド
を
広
げ
て
優

勝
。
２
年
前
の
シ
ニ
ア
優
勝
と
の
２

部
門
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

す
る
と
決
勝
、
吉
田
は
ギ
ア
チ
ェ

ン
ジ
し
て
２
３
１
・
２
７
２
と
た
た

み
か
け
て
シ
リ
ー
ズ
７
３
２
。
連
覇

の
か
か
る
松
野
を
抑
え
て
優
勝
を
決

め
た
。

男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

松
原
聡
（
東
京
）
が
１
回
戦
に
２

９
９
と
３
０
０
を
含
む
８
４
４
の
ビ

ッ
グ
シ
リ
ー
ズ
を
叩
き
出
し
た
。
松

原
は
２
回
戦
も
首
位
を
キ
ー
プ
し
た

が
、
７
９
５
を
マ
ー
ク
し
た
小
玉
眞

（
神
奈
川
）
が
５
ピ
ン
差
ま
で
追
い

上
げ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ト
ッ
プ
争
い

に
。３

回
戦
で
は
松
原
が
リ
ー
ド
を
69

ピ
ン
に
広
げ
、
小
玉
も
２
１
０
０
台

に
乗
せ
る
好
投
が
続
い
て
い
た
。
し

か
し
松
原
は
決
勝
戦
で
突
如
苦
戦

し
、
２
ゲ
ー
ム
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
を

喫
し
て
し
ま
う
。
一
方
小
玉
は
安
定

感
を
キ
ー
プ
し
て
５
ピ
ン
差
ま
で
迫

続
い
た
。
松
野
は
2
回
戦
で
６
８
２

を
さ
ら
に
ス
コ
ア
を
伸
ば
し
、
６
１

４
に
ま
と
め
た
吉
田
に
も
79
ピ
ン
の

大
差
を
つ
け
た
。

３
回
戦
で
松
野
は
ス
コ
ア
を
伸
ば

せ
な
か
っ
た
が
、
ト
ー
タ
ル
は
１
９

１
１
と
大
台
に
乗
せ
て
首
位
を
キ
ー

プ
。
吉
田
は
若
干
差
を
詰
め
た
も
の

の
、
西
村
則
子
（
東
京
）
、
花
井
千

久
佐
（
愛
知
）
も
僅
差
に
迫
っ
て
２

位
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

終
ゲ
ー
ム
を
前
に
山
中
は
62
ピ
ン
差

を
つ
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
ラ
ス
ト
で

会
心
の
２
９
４
を
叩
き
出
し
た
。
結

果
は
３
ピ
ン
差
で
、
山
中
に
軍
配
。

山
中
と
川
島
が
と
も
に
大
会
記
録
更

新
を
果
た
し
た
。

女
子
シ
ニ
ア

前
回
優
勝
の
松
野
琴
美
（
東
京
）

が
６
６
６
で
好
発
進
。
２
位
に
は
11

ピ
ン
差
で
吉
田
由
美
子
（
埼
玉
）
が

逆
転
し
、
山
中
は
36
ピ
ン
差
を
つ
け

ら
れ
２
位
に
後
退
し
た
。

し
か
し
山
中
は
３
回
戦
の
６
９
９

で
再
び
逆
転
。
増
田
に
は
60
ピ
ン
の

差
を
つ
け
て
１
位
通
過
を
決
め
た
。

決
勝
に
入
る
と
、
70
ピ
ン
差
で
３
位

に
つ
け
て
い
た
川
島
が
２
５
３
・
２

８
４
と
ビ
ッ
グ
ゲ
ー
ム
を
連
発
。
最

男
子
シ
ニ
ア

１
回
戦
は
山
中
徹
治
（
東
京
）
の

７
７
０
を
ト
ッ
プ
に
、
川
島
徹
（
神

奈
川
）
を
含
む
５
名
が
２
～
３
マ
ー

ク
差
で
２
位
集
団
を
形
成
し
た
。
そ

の
中
の
一
人
、
増
田
一
義
（
千
葉
）

は
２
回
戦
も
７
３
９
を
マ
ー
ク
し
て

に
ス
コ
ア
を
伸
ば
し
た
。
林
も
６
０

０
Ｕ
Ｐ
し
た
が
逆
転
を
許
し
、
中
上

は
52
ピ
ン
リ
ー
ド
で
決
勝
を
迎
え

た
。
そ
し
て
最
終
ゲ
ー
ム
に
は
２
３

６
で
突
き
放
し
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば

１
１
５
ピ
ン
の
大
差
で
こ
の
部
門
を

制
し
た
。
中
上
の
ス
コ
ア
は
大
会
記

録
を
一
気
に
２
６
８
ピ
ン
も
上
回

り
、
４
位
ま
で
が
記
録
更
新
を
果
た

し
た
。

大
会
記
録
更
新
を
果
た
し
た
。

女
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

林
静
恵
（
山
口
）
は
７
０
５
、
中

上
佐
代
子
は
６
９
４
と
、
１
回
戦
か

ら
他
部
門
に
匹
敵
す
る
高
ス
コ
ア
が

続
出
。
２
回
戦
も
林
は
６
３
９
で
首

位
を
キ
ー
プ
、
中
上
も
６
２
３
で
ぴ

っ
た
り
２
位
に
つ
け
た
。

３
回
戦
、
中
上
は
６
８
３
と
さ
ら

ッ
プ
で
折
り
返
し
、
竹
内
隆
司
（
兵

庫
）
が
36
ピ
ン
差
で
２
位
に
つ
け

た
。３

回
戦
で
は
竹
内
が
６
８
５
を
マ

ー
ク
し
て
ト
ッ
プ
通
過
を
決
め
た
。

20
ピ
ン
差
で
続
い
た
吉
田
は
決
勝
１

ゲ
ー
ム
目
で
竹
内
を
と
ら
え
る
と
、

ラ
ス
ト
２
ゲ
ー
ム
を
２
４
９
・
２
２

０
と
好
ゲ
ー
ム
で
ま
と
め
て
振
り
切

っ
た
。
こ
の
部
門
で
は
上
位
７
名
が

と
３
位
の
橋
之
口
も
大
会
記
録
を
上

回
っ
た
。

男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

新
井
正
雄
（
鳥
取
）
が
７
２
９
と

好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
２
回
戦

で
は
高
木
和
夫
（
愛
媛
）
が
７
８

４
、
吉
田
勝
（
大
阪
）
は
７
７
８
と

ビ
ッ
グ
シ
リ
ー
ズ
が
続
出
し
て
順
位

は
大
変
動
。
高
木
が
１
４
５
７
の
ト

女
子
シ
ニ
ア

林
田
尚
恵
（
島
根
）
が
１
回
戦
で

た
だ
一
人
７
０
０
Ｕ
Ｐ
を
決
め
る

と
、
２
回
戦
も
６
１
７
と
し
首
位
を

キ
ー
プ
し
た
。
18
ピ
ン
差
ま
で
迫
っ

た
橋
之
口
か
お
り
（
岡
山
）
は
３
回

戦
で
６
３
４
と
し
逆
転
。
太
田
香
織

（
愛
媛
）
が
橋
之
口
と
20
ピ
ン
差
の

２
位
に
浮
上
し
て
、
林
田
は
さ
ら
に

１
ピ
ン
差
で
３
位
に
つ
け
た
。

接
戦
で
迎
え
た
決
勝
、
２
ゲ
ー
ム

目
に
橋
之
口
は
２
４
４
を
打
ち
、
２

３
５
を
マ
ー
ク
し
た
太
田
は
25
ピ
ン

差
で
続
い
た
。
こ
の
時
点
で
橋
之
口

に
52
ピ
ン
差
を
つ
け
ら
れ
た
林
田
だ

っ
た
が
、
最
終
ゲ
ー
ム
は
２
７
０
で

再
逆
転
。
大
会
記
録
を
１
５
５
ピ
ン

更
新
し
て
優
勝
し
た
。
２
位
の
太
田

男
子
シ
ニ
ア

１
回
戦
で
は
髙
杉
弘
之
（
岡
山
）

の
７
３
２
を
筆
頭
に
６
名
が
７
０
０

Ｕ
Ｐ
。
２
回
戦
で
は
５
位
に
つ
け
て

い
た
奥
山
信
吾
（
岡
山
）
が
７
７
６

と
打
ち
上
げ
た
。
難
波
江
康
雄
（
広

島
）
が
３
回
戦
７
８
５
の
ビ
ッ
グ
シ

リ
ー
ズ
で
２
位
に
浮
上
し
た
が
、
奥

山
は
61
ピ
ン
差
を
つ
け
て
決
勝
へ
ト

ッ
プ
通
過
を
決
め
た
。

奥
山
は
決
勝
１
ゲ
ー
ム
目
も
２
３

４
と
リ
ー
ド
を
広
げ
た
が
、
ラ
ス
ト

２
ゲ
ー
ム
は
プ
ラ
ス
に
乗
せ
ら
れ

ず
。
そ
こ
へ
３
位
通
過
し
た
篠
原
毅

（
香
川
）
が
追
い
上
げ
、
65
ピ
ン
差

を
大
逆
転
。
大
会
記
録
も
42
ピ
ン
上

回
っ
て
見
せ
た
。
５
ピ
ン
差
で
２
位

の
奥
山
も
記
録
超
え
し
た
。

５５部部門門でで新新記記録録５部門で新記録

西西
日日
本本
男男
子子
シシ
ニニ
アア
のの
部部

篠篠
原原

毅毅

西
日
本
男
子
シ
ニ
ア
の
部

篠
原

毅

西西
日日
本本
女女
子子
ググ
ララ
ンン
ドド
シシ
ニニ
アア
のの
部部

中中
上上
佐佐
代代
子子

西西
日日
本本
女女
子子
ググ
ララ
ンン
ドド
シシ
ニニ
アア
のの
部部

中中
上上
佐佐
代代
子子

西
日
本
女
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部

中
上
佐
代
子

西西
日日
本本
男男
子子
ググ
ララ
ンン
ドド
シシ
ニニ
アア
のの
部部

吉吉
田田

勝勝

西西
日日
本本
男男
子子
ググ
ララ
ンン
ドド
シシ
ニニ
アア
のの
部部

吉吉
田田

勝勝

西
日
本
男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部

吉
田

勝

西西
日日
本本
女女
子子
シシ
ニニ
アア
のの
部部

林林
田田
尚尚
恵恵

西
日
本
女
子
シ
ニ
ア
の
部

林
田
尚
恵

東東
日日
本本
男男
子子
ググ
ララ
ンン
ドド
シシ
ニニ
アア
のの
部部

小小
玉玉

眞眞

東東
日日
本本
男男
子子
ググ
ララ
ンン
ドド
シシ
ニニ
アア
のの
部部

小小
玉玉

眞眞

東
日
本
男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部

小
玉

眞

東東
日日
本本
女女
子子
シシ
ニニ
アア
のの
部部

吉吉
田田
由由
美美
子子

東東
日日
本本
女女
子子
シシ
ニニ
アア
のの
部部

吉吉
田田
由由
美美
子子

東
日
本
女
子
シ
ニ
ア
の
部

吉
田
由
美
子

東東
日日
本本
男男
子子
シシ
ニニ
アア
のの
部部

山山
中中
徹徹
治治

東
日
本
男
子
シ
ニ
ア
の
部

山
中
徹
治

東東
日日
本本
女女
子子
ググ
ララ
ンン
ドド
シシ
ニニ
アア
のの
部部

柳柳
川川
穂穂
波波

東東
日日
本本
女女
子子
ググ
ララ
ンン
ドド
シシ
ニニ
アア
のの
部部

柳柳
川川
穂穂
波波

東
日
本
女
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部

柳
川
穂
波

磯
部
恭
万
選
手

山
本
信
子
選
手

玉
岡
武
雄
選
手

板
垣
愛
子
選
手
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第12回西日本シニアボウリング選手権大会西日本 男子シニアの部

西日本 女子シニアの部

西日本 男子グランドシニアの部

西日本 女子グランドシニアの部

準
優
勝
の
奥
山
新
吾(

岡
山)

第
３
位
の
松
藤
信
明(

広
島)

第
４
位
の
難
波
江
康
雄(

広
島)

第
５
位
の
岡
﨑
力(

高
知)

第
６
位
の
田
中
伸
明(

高
知)

準
優
勝
の
太
田
香
織(

愛
媛)

第
３
位
の
橋
之
口
か
お
り(

岡
山)

第
４
位
の
若
木
香
代
子(

愛
媛)

第
５
位
の
牟
田
智
子(

愛
媛)

第
６
位
の
松
本
光
仔(

岡
山)

準
優
勝
の
大
浦
正
美(

和
歌
山)

第
３
位
の
柿
原
昇(

高
知)

第
４
位
の
播
本
雄
輔(

京
都)

第
５
位
の
新
井
正
雄(

鳥
取)

第
６
位
の
竹
内
隆
司(

兵
庫)

準
優
勝
の
林
静
恵(

山
口)

第
３
位
の
奥
享
子(

京
都)

第
４
位
の
山
本
智
恵
美(

滋
賀)

第
５
位
の
浜
辺
津
那
子(

広
島)

第
６
位
の
平
田
千
鶴
子(

岡
山)

西日本 各部門ハイゲーム 西日本 各部門ハイシリーズ

左
か
ら
女
子
シ
ニ
ア
の
橋
之
口
か
お
り
、

男
子
シ
ニ
ア
の
奥
山
新
吾
、
女
子
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
の
中
上
佐
代
子
、
男
子
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
の
林
田
栄
三

左
か
ら
女
子
シ
ニ
ア
の
太
田
香
織
、
男
子

シ
ニ
ア
の
難
波
江
康
雄
、
女
子
グ
ラ
ン
ド

シ
ニ
ア
の
林
静
恵
、
男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ

ア
の
の
高
木
和
夫

第５９３号 （第三種郵便物認可） （6）２０２１年１１月１０日



東日本 女子シニアの部

東日本 男子グランドシニアの部

東日本 女子グランドシニアの部

東日本 男子シニアの部

準
優
勝
の
川
島
徹(

神
奈
川)

第
３
位
の
梅
田
久
徳(

三
重)

第
４
位
の
長
南
光
男(

茨
城)

第
５
位
の
斎
藤
有
作(

神
奈
川)

第
６
位
の
柳
川
弘
行(

三
重)

準
優
勝
の
松
野
琴
美(

東
京)

第
３
位
の
西
村
則
子(

東
京)

第
４
位
の
花
井
千
久
佐(

愛
知)

第
５
位
の
小
西
マ
ヤ(

東
京)

第
６
位
の
山
下
佳
世
子(

東
京)

準
優
勝
の
松
原
聡(

東
京)

第
３
位
の
中
田
明(

福
島)

第
４
位
の
大
西
守(

千
葉)

第
５
位
の
鎌
田
政
善(

群
馬)

第
６
位
の
土
田
孝
一(

神
奈
川)

準
優
勝
の
澤
田
英
子(

三
重)

第
３
位
の
吉
川
朋
子(

三
重)

第
４
位
の
衣
川
み
ど
り(

静
岡)

第
５
位
の
唐
津
美
佐
子(

埼
玉)

第
６
位
の
湯
本
友
子(

栃
木)

東日本 各部門ハイゲーム 東日本 各部門ハイシリーズ

左
か
ら
女
子
シ
ニ
ア
の
西
村
則
子
、
男
子

シ
ニ
ア
の
野
澤
栄
造
、
女
子
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
の
柳
川
穂
波
、
男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ

ア
の
松
原
聡

左
か
ら
女
子
シ
ニ
ア
の
西
村
則
子
、
男
子

シ
ニ
ア
の
山
中
徹
治
、
女
子
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
の
柳
川
穂
波
、
男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ

ア
の
の
松
原
聡

第12回東日本シニアボウリング選手権大会
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ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
て
、
ス

コ
ア
を
予
想
し
て
か
ら
ゲ
ー
ム
に

臨
み
ま
し
た
。

記
録
会
に
続
い
て
は
、
そ
の
オ

イ
ル
パ
タ
ー
ン
で
の
フ
リ
ー
練
習

を
行
い
、
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
の
下
地
賀
寿
守
監
督
、
佐
々

木
智
之
プ
レ
イ
ン
グ
コ
ー
チ
キ
ャ

プ
テ
ン
、
佐
藤
悠
里
キ
ャ
プ
テ
ン

が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

合
宿
に
参
加
し
た
選
手
に
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
ボ
ウ
ル
ス
タ

ー
製
）
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
フ
ァ
イ
テ

ン
製
）
が
贈
呈
さ
れ
、
連
日
揃
い

の
ウ
ェ
ア
で
結
束
を
固
め
な
が
ら

練
習
し
ま
し
た
。

【
選
抜
選
手
強
化
合
宿
】

10
月
23
日
㈯
か
ら
25
日
㈪
に
か

け
て
、
静
岡
・
Ｄ
Ｈ
Ｃ
赤
沢
ボ
ウ

ル
（
公
競
№
１
２
１
‐
０
９
４
）

で
開
催
。
東
西
の
認
定
会
で
の
取

り
組
む
姿
勢
や
記
録
成
績
、
将
来

性
と
、
推
薦
書
に
よ
る
過
去
の
実

績
を
総
合
的
に
判
断
し
、
Ｕ
15

（
中
学
生
）
男
子
・
女
子
、
Ｕ
18

（
高
校
生
）
男
子
・
女
子
の
４
区

分
各
６
名
が
選
抜
さ
れ
て
合
宿
に

参
加
し
ま
し
た
。

今
合
宿
は
「
オ
イ
ル
パ
タ
ー
ン

の
難
易
度
を
体
感
す
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
４
つ
の
オ
イ
ル
パ
タ

ー
ン
で
練
習
投
球
10
分
の
後
、
記

録
会
を
実
施
。
選
手
は
自
身
の
コ

参
加
選
手
は
全
員
が
ジ
ュ
ニ
ア

ジ
ャ
パ
ン
メ
ン
バ
ー
に
認
定
さ

れ
、
認
定
証
と
ワ
ッ
ペ
ン
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
の
助
成
を
受
け

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
認
定
会
】

地
域
に
お
け
る
有
望
選
手
発
掘

の
た
め
の
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認

定
会
と
し
て
、
西
日
本
地
区
は
８

月
４
日
㈬
・
５
日
㈭
に
福
岡
・
フ

ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
４
０

‐
０
０
５
）
で
、
東
日
本
地
区
は

８
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬
に
群
馬
・

パ
ー
ク
レ
ー
ン
高
崎
（
公
競
№
１

１
０
‐
０
０
６
）
で
開

催
。
全
国
か
ら
94
名
の

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
が
集
ま

り
ま
し
た
。

各
日
、
15
分
の
練
習

投
球
の
後
、
３
ゲ
ー
ム

の
記
録
会
を
実
施
。
そ

の
後
の
フ
リ
ー
投
球
練

習
で
は
全
日
本
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
の
宮
澤
拓

哉
選
手
、
渡
辺
莉
央
選

手
（
以
上
東
日
本
）
、

今
井
双
葉
選
手
と
地
域

コ
ー
チ
の
山
下
知
且
氏

（
以
上
西
日
本
）
が
指

導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

１
ゲ
ー
ム
の
間
ノ
ー
ミ

ス
を
目
指
す
チ
ャ
レ
ン

ジ
な
ど
、
基
本
的
な
ス

コ
ア
メ
イ
ク
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

ナ
の
影
響
で
、
認
定
会
も
強
化
合

宿
も
リ
モ
ー
ト
形
式
と
な
り
ま
し

た
が
、
３
年
越
し
で
の
完
全
再
始

動
と
な
り
ま
し
た
。

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９

年
度
は
台
風
で
強
化
合
宿
が
中
止

に
。
２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ

２
０
２
１
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ

パ
ン
強
化
選
手
の
認
定
会
が
８
月

に
、
選
抜
選
手
強
化
合
宿
が
10
月

●ボウリング教室（キャラバン隊）
全日本ナショナルチームの下地賀寿守監督が

各地を巡る出張レッスン「キャラバン隊」。

福岡・山口会場の参加者を募集中です。協会

会員・非会員問わず参加可能です。

【福岡会場】
期日 2021年12月11日㈯

会場 フラワーボウル（公競№140-005）

【山口会場】
期日 2021年12月12日㈰

会場 下関ロイヤルボウル(公競№135-029)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

募集人数 各会場先着40名

参加費（講習・実技費用） 無料

申込締切 2021年11月26日㈮

詳細情報と申込用紙ダウンロードは協会ホー

ムページ（https://www.jbc-bowling.or.jp/to

pics/211021/）

にて。

この事業はス

ポーツ振興くじ

（ｔｏｔｏ）の

助成を受けて開

催します。

ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
再
始
動

認
定
会･

強
化
合
宿
を
開
催 第

54
回
全
日
本
新
人
選
手
権
大

会
が
10
月
29
日
㈮
か
ら
31
日
㈰
に

か
け
て
、
静
岡
・
浜
松
毎
日
ボ
ウ

ル
（
公
競
№
１
２
１
‐
０
６
５
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
の
２
部
門
は
い
ず
れ
も
大

会
新
記
録
。
少
年
男
子
は
石
川
巧

真
（
岐
阜
）
に
よ
っ
て
14
年
ぶ
り

に
記
録
が
破
ら
れ
、
成
年
男
子
で

は
勝
又
七
夢
（
静
岡
）
が
昨
年
更

新
さ
れ
た
ば
か
り
の
記
録
を
上
回

り
ま
し
た
。

女
子
２
部
門
は
接
戦
の
優
勝
争

い
に
。
少
年
女
子
で
は
番
井
琴
音

（
北
海
道
）
が
決
勝
戦
で
逆
転
劇

を
演
じ
、
成
年
女
子
で
は
荒
川
沙

里
（
埼
玉
）
が
逆
転
に
次
ぐ
逆
転

で
、
優
勝
を
も
の
に
し
ま
し
た
。

【
詳
細
は
次
号
】

目を見て真剣指導（強化合宿）

選抜選手目指して記録会へ（認定会）

開
講
式
に
も
緊
張
感
（
認
定
会
）

強
化
合
宿
に
て


耳
を
傾
け
る
選
手
た
ち


ス
ト
レ
ッ
チ
法
も
確
認
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